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新緑の木漏れ日の中で、４月 29 日（祝・日）文
化の館において、日本の伝統的な文化を体験する
『春の合同茶会』が開催されました。
（本席…裏千家、野点席…江戸千家）
153 名の大勢の皆さんに和の心「合同茶会」を満
喫していただきました。

第29回文化の館
春の合同茶会開催
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昼
間
は
汗
ば
む
ほ
ど
の

日
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
と
と
も
に
虫
の
活

動
も
活
発
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
家
の
軒
先
に
ハ
チ
が

や
っ
て
き
て
巣
を
作
り
出
し

ま
し
た
。
巣
を
壊
し
て
も
次

の
日
に
は
ま
た
同
じ
所
に
巣

が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
場

所
が
気
に
入
っ
た
の
か
、
根

気
強
さ
に
驚
き
ま
す
。

　

さ
て
、
ハ
チ
に
つ
い
て
の

話
で
す
が
、
四
月
に
各
家

庭
に
配
布
し
ま
し
た
『
ま
な

び
の
玉
手
箱
』
に
は
、
生
涯

学
習
の
マ
ス
コ
ッ
ト
“
マ
ナ

ビ
ィ
”
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ミ
ツ
バ
チ
が
モ
デ
ル
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
よ
く
見
る
と

頭
に
触
覚
が
三
本
あ
り
ま

す
。
初
め
て
ご
覧
に
な
っ
た

方
は
、「
あ
れ
、
触
覚
は
二
本

じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
」
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
も
初
め
は
間
違
い
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、

調
べ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
文

部
科
学
省
か
ら
依
頼
さ
れ

た
故
・
石
ノ
森
章
太
郎
さ
ん

（「
サ
イ
ボ
ー
グ
０
０
９
」
や

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」
の
作
者
）

が
デ
ザ
イ
ン
し
、
生
涯
学
習

の
「
学
び
」
と
ミ
ツ
バ
チ
の

「
ｂ
ｅ
ｅ
」
を
合
わ
せ
て
「
マ

ナ
ビ
ィ
」
と
名
付
け
ら
れ
た

そ
う
で
す
。

　

マ
ナ
ビ
ィ
は
、
平
成
元
年

に
始
ま
っ
た
全
国
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ま
な
び

ピ
ア
）
で
登
場
し
、
生
涯
学

習
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し
て
現

在
は
全
国
各
地
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
触
覚
が
三
本
あ
る

の
は
、「
学
ぶ
」
と
い
う
漢
字

の
「
つ
か
ん
む
り
」
を
表
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
、

マ
ナ
ビ
ィ
が
持
っ
て
い
る
壷

の
中
身
は
ハ
チ
ミ
ツ
で
は
な

く
、聖
書
に
出
て
く
る「
マ
ナ
」

と
い
う
植
物
の
実
で
、
何
年

も
こ
れ
だ
け
を
食
べ
続
け
生

き
延
び
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

マ
ス
コ
ッ
ト
の
マ
ナ
ビ
ィ

に
こ
の
よ
う
な
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

石
ノ
森
さ
ん
の
発
想
の
豊
か

さ
に
あ
ら
た
め
て
感
心
す
る

と
と
も
に
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
も
が
楽
し
く

学
び
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う

マ
ナ
ビ
ィ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

皆
様
と
と
も
に
受
け
止
め
、

生
涯
学
習
の
推
進
に
寄
与
す

る
公
民
館
活
動
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

葬儀・・・香典1,000円、法事3,000円
	 香典返しは半返し以内で。花輪は辞退しましょう。近親者はこの限りではありません。
婚儀・・・祝儀（会費）3,000円　　
	 引き出物、記念品を出さない。近親者はこの限りではありません。

生活改善で葬儀、婚儀をする場合の案内状に同封する通知文は文化センターにあります。

63 回目を迎える今年の成人式の該当者は、平成 9年 4月2日から
平成 10年 4月1日生まれの方で、町内に住所を有している方、
または坂城中学校を卒業した方等が対象です。

町民の親睦と健康増進、体力・技術の向上を目的に
町民ゴルフ大会を開催します。

生涯学習の
マスコット
“マナビィ”

☆成人式の「ご案内」は、7月上旬に発送を予定しています。
☆発送は、学生等で町外に転出されている方についても、
　町内ご住所（実家等）宛となります。
☆	ただし、次に該当される方、または、該当する人を知っている方は、
　お手数でも町公民館事務局までご連絡ください。
　①発送先を上記以外に希望される方
　②婚姻等で姓・住所が変わった方　③世帯ごと町外に転出されている方
　④町内の方で、坂城中学校以外へ進学等された方

【連絡先】坂城町公民館事務局　電話 ８２－６６３７

期　　日	 ７月22日（日）
会　　場	 浅間高原カントリー倶楽部　　参 加 費　3,000 円
申込期間	 ６月16日（土）～18日（月）　午前１０時～午後４時
申込場所	 文化センター２階ロビー
募集人員	 200 名　　　参加資格　町民・町内勤務者
競技方法	 18 ホール　新ぺリア方式

『第63回坂城町成人式』

第38回町民ゴルフ大会

〜名簿の作成と「ご案内」発送についてお願い〜

8月15日開催!!

千曲川について親子で楽しみ
ながら学ぶ講座です（２日間）。
講　　師　	後藤敏一さん、後藤正一さん
会　　場	 千曲川（坂城大橋下周辺）
日　　時	 6月30日（土）15:00 ～ 18:30
	 7月 1日（日）5:00 ～　9:00
受 講 料 1,000 円
	 事前申込みが必要です。

夏の風物詩である納涼音楽会が今年も
開催されますので、皆さんお出掛けください。
日　時 ７月８日（日）
	 午後１時開場・１時30 分開演
場　所 文化センター　１階　大会議室
主　催 坂城町音楽愛好会・坂城町公民館
出　演 町内音楽団体
	 坂城町吹奏楽団
	 アルストロメリア
	 童謡唱歌を楽しむ会
	 坂城オカリナ教室　
	 坂城コーラス　モアナハワイアンズ
　	 	町内小中学校、坂城高校からも
	 参加します。

川の学校

第40回納涼音楽会

お　知　ら　せ

平成30年度公民館体制   ２～３Ｐ
ふるさと探訪PART101   ４～６Ｐ
行事・講座開講、500字リレートーク   ７Ｐ
お知らせ、館説 開畝   ８Ｐ

❖主な内容❖

ご利用ください。
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平成30年度坂城町公民館事業スタート

　
新
緑
の
ま
ぶ
し
さ
が
目
に

し
み
る
こ
の
頃
と
な
り
ま
し

た
。

　
中
島
敏
公
民
館
長
ご
退
任
後
、
公
民
館
長
に
就
任

し
ま
し
た
清
水
守
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
初
め
て
の
経
験
で
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

文
化
講
座
や
施
設
使
用
の
申
し
込
み
な
ど
で
文
化
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
る
皆
様
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、

久
し
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
方
や
以
前
お
世
話
に
な
っ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り
し
て
、
気
持
ち
が
ホ
ッ

と
和
む
と
と
も
に
、
老
若
男
女
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
文

化
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ

ま
し
た
。

　
公
民
館
は
「
つ
ど
う
」（
み
ん
な
が
気
軽
に
集
う
自

由
な
交
流
）、「
学
ぶ
」（
地
域
の
課
題
に
即
し
た
学
習

の
機
会
を
提
供
す
る
）、「
む
す
ぶ
」（
人
と
人
、
人
と

グ
ル
ー
プ
を
結
び
、
仲
間
づ
く
り
を
支
援
す
る
）
と

い
う
三
つ
の
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
役
割
を
果
た
す
魅
力
あ
る
公
民
館
に
す
る
た

め
に
は
、
分
館
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
町
の
皆
様
の
声
を
聞
き
、
創
意
・
工
夫
の
あ

る
公
民
館
活
動
に
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
、
皆
様
が
「
公
民
館
へ
行

こ
う
！
」
と
誘
い
合
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
公
民

館
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
山
桜
の
花
が

新
緑
と
と
も
に

山
肌
を
駆
け
上

り
ま
す
。
菜
の
花
が
咲
き
、
蝶
が
舞
い
、

い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
春
が
巡
っ
て
き
ま
し

た
。

　
私
、
四
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
坂
城
町
公
民
館
長
を
平
成
三
十
年
三

月
に
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
文
化
の
町
坂
城
づ
く
り
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
支
援
す
る
、

よ
り
魅
力
あ
る
公
民
館
活
動
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
何
が
で
き
た
の
か
問
い
返
し
ま
す
と
反

省
ば
か
り
で
す
が
、
目
指
し
た
も
の
に
、

少
し
近
づ
け
た
活
動
の
一
つ
は
、
文
化
セ

ン
タ
ー
一・二
階
ホ
ー
ル
を
公
民
館
文
化
講

座
で
学
ぶ
皆
さ
ん
や
地
域
文
化
団
体
の
皆

さ
ん
の
作
品
展
示
の
場
に
し
ま
し
た
。
二

つ
に
は
「
分
館
役
員
等
研
修
」
を
、
各
分

館
の
特
色
あ
る
活
動
や
時
代
に
合
っ
た
事

業
運
営
の
工
夫
を
話
題
に
す
る
、
情
報
交

換
の
場
と
し
て
再
構
築
し
ま
し
た
。

　
分
館
役
員
さ
ん
は
じ
め
多
く
の
皆
様
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
職
務
を
全
う
で
き
ま

し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
春
は
、
い

つ
も
の
年
よ
り
一
週

間
も
二
週
間
も
早
く

訪
れ
、
い
つ
の
間
に
か
新
緑
の
便
り
が
山
々
や

庭
に
届
い
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
三
月
を
も
ち
ま
し
て
、
町
公
民
館

副
館
長
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
長
い
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
、
公
民
館
事
業
に
は
、
多
く
の
皆
様
の
御

協
力
を
い
た
だ
き
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い
い

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
事
業
は
、
時
代
の
変
化

に
あ
わ
せ
つ
つ
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
、
高
齢
化
、
一
人
暮
ら

し
の
方
が
増
え
て
い
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
公

民
館
事
業
は
、
重
要
な
役
目
を
持
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
が
、
参
加

で
き
る
よ
う
、
お
声
か
け
、
誘
い
あ
い
、
い
つ

ま
で
も
楽
し
く
活
動
が
で
き
ま
す
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

退
任
に
あ
た
っ
て

「
公
民
館
へ
行
こ
う
！
」を
目
指
し
て

中
　
島
　
　
敏

中 

沢
　
利 

子

清
　
水
　
　
守

　３月をもって任期満了により、公民館長の中島敏
さとる

さん、副館長の中沢利子さんが退任され、
　４月から清水守さんが公民館長に就任しました。

第 35回坂城町囲碁大会開催

第 35回坂城町将棋大会開催

公民館文化講座開講

リトミック教室スタート！

　３月18日（日）、文化センター
において「坂城町囲碁大会」を開
催しました。終日、頂点を目指し
て熱い戦いが繰り広げられまし
た。結果は次のとおりです。

　３月 25日（日）、文化センター
において「坂城町将棋大会」を
開催しました。小学生から 90歳
まで 64 名の参加がありました。
結果は次のとおりです。

　４月17日（火）文化センターにおいて「平成
30年度坂城町公民館文化講座開講式」を開催し
ました。12講座の学びが始まりました。

　５月９日（水）、文化センターで体を動かし
ながら、楽しく音感が身につく「リトミック教
室」がスタートしました。中沢敏江先生の指導
により、元気な歌声やリズミカルな運動をして
楽しんで教室に参加されていました。
　若干定員に余裕がありますので、興味のある
方はぜひ坂城町公民館までお問い合わせをして
ください。

公民館長杯

公民館長杯

文化協会長杯

文化協会長杯

優勝 宮沢　輝男 三段 鼡団地
準優勝 深代　元栄 六段 旭ヶ丘
三位 松岡今朝志 五段 大宮
四位 中野　勝治 七段 月見
五位 小山　猶幸 四段 月見

優　勝 丸田　英夫 二段 新地団地
準優勝 小出　一彦 二段 御所沢
三　位 牧嵜　貞夫 二段 込山
四　位 武内　範夫 一段 新地
五　位 坂本　光男 二段 込山

優　勝 鈴木　　翼 長野市
準優勝 田中　博己 長野市
三　位 柏原　哲也 長野市

優　勝 上原　照章 長野市
準優勝 倉島　誠一 千曲市
三　位 山﨑　隆太 金井

大
抵
は
メ
イ
ド
さ
ん
が
い
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
は
90
円
／
ℓ
。
水
道
は

地
下
水
と
海
水
か
ら
精
製
。
高
技

術
必
要
で
す
が
、
水
道
代
は
一
家

庭
１
５
０
円
／
月
程
で
す
。

　

女
性
は
守
る
べ
き
も
の
。
基

本
、
仕
事
に
就
け
ま
せ
ん
。
三
日

目
に
初
め
て
女
性
を
見
か
け
ま
し

た
。
ア
バ
ヤ
（
黒
衣
）
を
着
用
し
、

目
だ
け
を
出
す
方
と
顔
ま
で
出
す

方
。
小
学
校
か
ら
男
女
別
。
結
婚

相
手
は
父
が
決
定
。
家
族
外
の
男

性
と
は
話
せ
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
商
店
は
雑
然
。
商
品
が

床
に
転
が
り
、
す
ぐ
盗
ま
れ
そ
う

で
す
が
、
窃
盗
罪
は
手
首
切
断
。

公
開
処
刑
場
有
り
。
ス
マ
ホ
撮
影

Ｏ
Ｋ
で
す
。
殺
人
・
薬
物
・
不
倫
・

同
姓
愛
は
死
刑
で
す
。

　

日
本
人
か
ら
見
る
と
ビ
ッ
ク
リ

す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
サ

ウ
ジ
で
は
こ
れ
が
普
通
、
昔
か
ら

の
日
常
で
あ
り
ま
す
。

　

次
回
は
上
平
の
平
林
順
一
さ
ん

で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
交
60
周
年
、
使
節
団
の
一
員

と
し
て
訪
問
の
機
会
を
得
ま
し

た
。

　

夜
到
着
、
真
暗
な
砂
漠
の
中
、

オ
レ
ン
ジ
に
輝
く
首
都
リ
ヤ
ド

は
絶
景
で
す
。
高
層
ビ
ル
が
多

く
、
か
な
り
都
会
で
す
。
高
さ

１
０
０
０
ｍ
の
ビ
ル
が
建
設
中

で
、
素
敵
な
展
望
タ
ワ
ー
も
あ
り

ま
す
が
、
観
光
ビ
ザ
を
発
給
し
な

い
の
で
観
光
客
は
ゼ
ロ
で
す
。
展

望
台
に
は
私
だ
け
で
し
た
。

　

女
性
の
運
転
は
ほ
ぼ
不
可
で
す

が
、
小
学
生
位
の
男
子
が
ト
ラ
ッ

ク
を
運
転
し
、
荷
は
ラ
ク
ダ
。
ト

ヨ
タ
、
日
産
、
マ
ツ
ダ
車
多
く
、

自
転
車
、
バ
イ
ク
は
皆
無
で
す
。

あ
ま
り
ウ
ィ
ン
カ
ー
を
出
し
ま
せ

ん
。
タ
ク
シ
ー
は
現ヒ

ュ
ン
ダ
イ代

製
多
く
、

か
な
り
飛
ば
し
ま
す
。
運
転
士
や

建
設
業
、
メ
イ
ド
等
は
ほ
ぼ
外
国

人
労
働
者
で
す
。
月
給
は
30
万
円

弱
で
す
。

　

普
通
の
家
庭
の
月
給
70
万
円

程
で
、
車
検
等
税
金
が
な
い
の
で

引
か
れ
ま
せ
ん
。
妻
は
４
人
ま
で

Ｏ
Ｋ
。
実
際
に
は
２
人
位
で
す
。

５
０
０
字
リ
レ
ー
ト
ー
ク

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず

～
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に

行
っ
て
き
ま
し
た
～

近
藤
　
敏
朗
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平成30年度【分館役員のみなさん】
　専門部は、町公民館の事業をそ
れぞれ分担して企画立案し、公民
館運営の要として活動します。

（敬称略）

　町公民館事業全体を検討し、
推進します。

　健康増進のため体育事業を企
画し、運営します。

　文化事業を企画し、運営します。

　公民館報を編集し、発行します。

部　長	 中沢　澄夫	 （四ツ屋）
副部長	 水出　恒明	 （苅屋原）
	 西澤　　淳	 （鼠　宿）
	 宮嶋　洋治	 （金　井）
	 中澤　　誠	 （上　平）

部　長	 塚田　友行	 （網　掛）
副部長	 中澤　弘幸	 （新　町）
	 西澤　哲也	 （入横尾）	
	 米山　智裕	 （田　町）	
	 宇田川恵司	 （日名沢）
	 知野　　隆	 （月　見）	

部　長	 島田　三男	 （南日名）
副部長	 宮尾　哲哉	 （込　山）
	 池上　初代	 （　泉　）
	 小林　勝利	 （横　町）	
	 小林　清樹	 （大　宮）	

部　長	 中沢　公良	 （中之条）
副部長	 瀬下　幸二	 （新　地）
	 倉島　千恵	 （御所沢）
	 池田　隆宏	 （立　町）
	 川島　要子	 （上五明）

本館専門部員の
みなさん

総務部

体育部

文化部

広報部

分　館 分館長 副分館長 文化部長 体育部長 広報部長

鼠　	宿 西			澤			　淳 山		田	きよ子 小		池		一		成 西		澤		直		行 堀	　　幸		生

新　	地 多田井	祐		二 池		田　	　宏 内		山		英		三 横		山		幸		次 瀬		下		幸		二

金　	井 宮		嶋		洋		治 表　　	哲		男 内		山		鉄		也 山		﨑		晋		一 塚		本		圭		司

入横尾 田		中		秀		樹 近		藤		哲		也	
宮		下　	　修 浅		井		直		樹 西		澤		哲		也 岩		戸		啓		二

町横尾 松		﨑		英		和 小		林	　			厚 竹		花		洋		明 柳		沢		智		彦 堀		内　　	哲

泉 飯		島		勝		利 足立ノンカーン 池		上		初		代 戸		谷		涼		一 髙		橋　　	一

中之条 柳		澤		次		夫 今		井		賢		一	
宮		入		修		治 牛		澤		高		志 大	久	保				博 中		沢		公		良

四ツ屋 中		沢		澄		夫 天		田		藤		雄 山		宮		清		光 金		沢		光		雄 天		田	　　宏

戌久保 千		野		正		男 前		澤		耕		治 都		筑		建		誌 平		良		一		文 赤		池		珠		美

御所沢 竹		堤	やす子 小		口		秀		男 久	保	田　	恵 滝		澤		建		寿 倉		島		千		恵

田　	町 竹		内		禎		夫 寺		沢	　			至 塚		田		広		司 米		山		智		裕 片		桐　　	修

横　	町 竹		鼻		春		幸 荒		巻		春		也	
山		崎		文		男 小		林		勝		利 渡		邉		信		一 宮		下		秀		陣

込　	山 中		沢		勝		信 山		口		英		昭 宮		尾		哲		哉 佐		藤　　	健 宮		沢　　	翼

立　	町 岩		井		博		光 柳		沢		勝		彦	
中		沢		裕		一 平		田		恒		喜 春		日		邦		博 池		田		隆		宏

旭ケ丘 宮		﨑		正		幸 荒		井		　		明 栗		田	　			守 亀		井		貴		子 青		山		園		子

南日名 小宮山	好		孝 小宮山	育		朗	
塚		田		郁		夫 島		田		三		男 柘		植		幸		勇 島		田		三		男

北日名 鈴		木		文		三 西		澤	と志子	
関				　哲		也 山		崎		敏		雄 春		日		雄		次 関　　	哲		也

日名沢 中		島		一		行 小		林			　	弘 中		村		淳		一 宇田川	恵		司 鈴		木		純		子

大　	宮 手		塚		光		二 吉		崎		博		明 小		林		清		樹 小		山		弘		昭 金		崎		晃		児

新　	町 横		山		洋		一 冨		山				　泰 宮		原		伸		廣 中		澤		弘		幸 吉		村		朋		子

坂　	端 中		沢		修		司 竹		内		秀		雄 高		橋		寛		之 竹		中　　	譲 丸		山		真		哉

苅屋原 水		出		恒		明 千		野				　朗 水		出		孝		之 水		出		和		夫 宮		原		佳		代

網　	掛 宮		原		紘		一 久		保		良		祐	
武		井		靖		一 武		井		靖		一 塚		田		友		行 宮		崎		正		男

上五明 塚		田　　	明 山		城　　	健 竹		内		和		幸 久	保	田　	真 川		島		要		子

上　	平 中		澤　　	誠 宮		下		祥		次 山		辺		宝		予 朝		倉		千		尋 浜		本		正		樹

小　	網 吾		妻		幹		夫 塩		野		文		明 高		松		尚		武 倉		科　　	泉 山		崎　　	實

月　	見 朝		倉		寛		之 滝		沢		和		美 加		藤		裕		美 知		野　　	隆 上		野		清		子 村上上平詰城

　

し
か
し
、
彼
の
作
に
よ
る
他

の
城
郭
図
な
ど
を
み
る
と
意
外

に
正
確
な
の
で
掲
げ
た
。
た
ぶ

ん
近
世
の
軍
学
が
盛
ん
に
な
っ

て
か
ら
の
作
で
は
あ
る
ま
い

か
。
図
に
は
「
信
州
更
級
郡
村

上
平
城
、
村
上
氏
代
々
居
城
、

天て
ん
ぶ
ん文
之の

頃こ
ろ

焼
跡
也な

り

、
詰つ

め

城じ
ろ

者は

南

方
山
嶺
ニ
有
、
此
地
ヨ
リ
十
五

丁
（
約
一
六
四
〇
ｍ
）
斗
有
レ

南
」
と
あ
る
。
な
お
図
の
方
位

は
違
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

島
は
三
方
を
山
に

囲
ま
れ
、
千
曲
川
に

面
し
た
所
に
防
備

を
す
れ
ば
安
全
で
あ

る
。
そ
こ
で
後
背
湿

地
な
ど
を
天
然
の
堀

と
し
、
複
雑
な
虎こ

口ぐ
ち

（
入
口
）
を
置
い

て
い
る
。
右
の
「
ノ

ロ
シ
タ
イ
」
と
あ
る

の
は
、
自
在
山
の
こ

と
で
あ
る
。
大
手
は

猪
鼻
沢
の
北
で
あ
ろ

う
。
島
館
の
旧
状
を

伝
え
る
も
の
は
今
は

何
も
な
い
の
で
、
貴

重
な
図
と
い
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
千
曲
川
迄
六
丁
（
約

六
五
〇
ｍ
）」
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
河

川
交
通
の
こ
と
を
考

え
て
の
記
載
で
あ
ろ

う
。
彼
の
画
い
た
城

郭
図
に
は
川
ま
で
の

距
離
が
多
く
記
さ
れ

て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

も
う
一
枚
の
図
は
、
左
に

「
更
科
郡
村
上
上
平
詰
城
、
本

城
ヨ
リ
十
五
丁
要
害
堅
固
也
、

サ
レ
ド
水
手
宣よ
ろ
し

カ
ラ
ズ
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
詰
城
と
は
戦
い

に
な
っ
た
と
き
、
避
難
す
る
た

め
の
施
設
で
、
最
後
の
砦
と
も

い
え
る
。
本ほ
ん
か
く郭
（
後
の
本
丸
）

は
右
上
で
空
堀
に
囲
ま
れ
て
お

り
、
大
手
は
下
辺
で
二
番
目
の

郭
に
は
空
堀
も
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、他
の
図
と
異
な
り
、

寸
法
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
山
城
は
早
い
機
会
に

山
崩
れ
な
ど
で
旧
状
を
失
っ
た

ら
し
く
、
伝
承
も
残
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
ぼ
ろ
し
の
山
城
と
も

い
え
そ
う
で
あ
る
。

（
網
掛　

浅
野
井　

坦
）

ノ
ロ
シ
タ
イ



上
平
で
は
「
お
お
み
ち
」
と
よ

ん
で
い
る
。
中
世
の
街
道
は
、

大だ
い
ど
う道
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
上

平
で
は
こ
れ
を
訓
読
み
に
し
た

の
だ
ろ
う
。

　

び
ん
ぐ
し
公
園
す
ぱ
ー
く
坂

城
入
口
付
近
の
福
沢
、
藤
の
木

の
あ
る
周
辺
は
昔
、「
藤
の
道

祖
神
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
今

と
異
な
り
、
見
上
げ
る
よ
う
な

高
い
位
置
に
あ
っ
て
、
耳
の
病

い
を
治
す
と
も
言
わ
れ
て
い

た
。「
道
祖
神
」
の
名
な
の
に

そ
れ
ら
し
い
も
の
は
な
く
、
五

輪
塔
や
宝ほ
う
き
ょ
う篋
印い
ん
と
う塔
の
残
欠
、
そ

れ
に
先
の
尖
っ
た
石
な
ど
が
集

め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
残
欠
か

ら
考
察
す
る
と
、
こ
こ
は
土
豪

の
墓
所
で
あ
る
。
墓
所
が
あ
る

か
ら
に
は
館
が
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
ら
し
い
平
地
は
南

西
の
方
向
の
ブ
ド
ウ
畑
に
あ
た

る
。

　

館
で
は
四
隅
の
延
長
上
に
神

仏
を
祀
っ
た
り
墓
を
営
ん
だ
り

す
る
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ

こ
で
は
北
東
つ
ま
り
鬼
門
に
墓

を
お
き
、
祖
先
の
霊
に
館
を

守
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
ま
た
福
沢
川
の
向
こ

た
。
村
上
氏
が
承
久
の
乱
で

あ
い
ま
い
な
態
度
を
と
っ
た

た
め
、
幕
府
に
に
ら
ま
れ
る
こ

と
と
な
り
、
領
地
の
一
部
を
神

宮
に
寄
進
し
、
家
名
の
保
持
を

祈
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
伝

わ
っ
て
い
る
。
当
時
は
上
山
田

の
辺
ま
で
が
村
上
と
呼
ば
れ
た

が
、
御
厨
の
土
地
は
、
さ
ほ
ど

広
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
御

厨
社
は
由
緒
あ
る
お

宮
と
い
う
こ
と
で
、

江
戸
時
代
は
上
平
区

で
唯
一
社
領
を
得
て

い
た
。

　

こ
の
御
厨
社
は
、

神
明
造
り
の
社
殿
で
、

千
木
の
形
は
水
平
の

内
そ
ぎ
な
の
で
内
宮

の
形
式
を
残
し
て
い

る
。
ま
た
上
山
田
城

腰
の
波は
べ
し
な

閇
科
神
社
の

社
殿
も
神
明
造
り
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
み
て
村
上
御
厨
は
、

村
上
か
ら
上
山
田
の

辺
ま
で
と
び
と
び
に

御
厨
が
点
在
し
、
散

在
庄
園
と
も
い
え
る
。

　

古
道
を
背
に
し
て
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○
御
厨
社
と
上
平
の
舟
着
場

　

福
沢
の
荒
宿
か
ら
下
が
っ
た

道
は
、
や
が
て
寺
替
か
ら
来
た

道
と
合
わ
さ
る
。
こ
の
あ
た
り

を
「
お
ん
ま
わ
し
」
と
呼
ん
で

い
る
。
そ
れ
は
福
沢
川
が
大
き

く
東
へ
曲
げ
ら
れ
た
か
ら
か
と

か
、
大
昔
千
曲
川
が
大
き
く
曲

が
り
始
め
た
と
こ
ろ
と
か
、
街

道
を
進
ん
で
き
た
馬
が
鋭
角
に

村上地区を通った中世の道（その３）
ふるさと探訪特集 PART 101

御神木・舟着場の目印

御厨社裏の舟着場付近・おおみち

塩田城の鬼門除け

民家の裏が「網掛舟着場」

今回のふるさと探訪は、前々号から掲載している中世の街道の研究を長年続けている
浅野井坦さんの寄稿です。

曲
が
る
御
馬
廻
し
な
ど
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
な
お
「
お
馬
廻
し
」
の
語

は
他
地
域
に
も
同
様
な
例
が
あ

る
。

　

御
厨
社
北
側
の
舟
着
場
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
場
所
は
、
大
昔

千
曲
川
が
大
き
く
カ
ー
ブ
し
て

で
き
た
地
形
で
、
川
が
カ
ー
ブ

し
て
曲
が
っ
た
内
側
は
浅
く
、

外
側
は
深
く
掘
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
今
も
湿
地
状
で
水
田
と

な
っ
て
い
る
。
昔
の
福
沢
川
は

直
流
し
て
こ
の
場
所
に
も
流
れ

込
ん
で
い
た
は
ず
で
、
東
や
西

に
も
ふ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。

　

鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
、

当
地
に
は
伊
勢
神
宮
の
御
厨
が

置
か
れ
、
村
上
御
厨
と
呼
ば
れ

存
在
す
る
御
厨
社
は
、
神
社

の
立
地
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
。
元
神
官
宅
で
の
聞
き

と
り
に
よ
る
と
約
四
〇
〇
年
位

前
、
水
害
に
よ
り
当
地
へ
移
っ

て
き
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま

た
境
内
で
御
神
木
と
さ
れ
て
い

る
ケ
ヤ
キ
の
古
株
は
、
舟
着
場

の
目
印
と
昔
は
伝
わ
っ
て
い

た
。
ケ
ヤ
キ
は
幹
の
太
さ
か
ら

見
て
七
〇
〇
年
位
の
樹
齢
で
、

江
戸
初
期
の
寛
永
年
間
の
こ
ろ

（
一
六
二
四
～
四
三
）
枯
れ
た

と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

舟
着
場
は
南
北
朝
以
降
、
街

道
が
こ
こ
か
ら
直
接
室
賀
峠
へ

行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
使
わ

れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
室
賀
の

「
馬
の
口
」
地
名
は
古
代
に
名

付
け
ら
れ
て
お
り
、
重
い
物
を

運
ぶ
に
は
水
上
が
便
利
だ
か
ら

と
い
う
こ
と
で
、
鎌
倉
時
代
以

前
も
そ
う
だ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

尾
張
藩
で
は
荷
を
運
ぶ
牛
を

「
岡
舟
」
と
し
て
、
鑑
札
を
出

し
て
い
た
。
舟
で
運
ば
れ
た
重

い
荷
は
、
こ
こ
で
牛
馬
に
積
ま

れ
、
室
賀
に
行
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
こ
の
古
い
道
、

う
、
北
西
の
乾
の
方
向
の
畑
の

中
に
、
昔
は
祠
も
あ
っ
た
と
伝

わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
館
の

痕
跡
及
び
伝
承
は
全
く
伝
わ
っ

て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
藤
の
道

祖
神
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

	

こ
こ
に
あ
っ
た
館
は
、
村
上

支
族
の
福
沢
氏
の
も
の
で
あ

る
。
同
氏
は
当
初
村
落
領
主

的
な
も
の
だ
っ
た
が
、
だ
ん
だ

ん
出
世
し
て
塩
田
城
を
預
か
る

身
と
な
る
。
掲
げ
た
写
真
は
塩

田
城
の
鬼
門
除
け
で
あ
る
。
右

に
あ
る
の
が
大
ジ
ン
グ
ウ
サ
ン

と
地
元
で
よ
ば
れ
て
い
る
。
福

沢
氏
の
故
郷
の
御
厨
社
か
ら
分

霊
を
も
ら
っ
て
祀
っ
た
の
だ
ろ

う
。
左
は
オ
サ
カ
キ
様
で
、
敬

称
の
オ
を
と
れ
ば
坂
木
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
坂
木
大
宮
社
の

分
霊
を
持
っ
て
い
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
福
沢
氏
が
没
落
し
、

そ
の
後
、
塩
田
城
が
廃
さ
れ
て

も
二
つ
の
社
は
残
っ
た
。
当
時

の
村
人
は
祟
り
を
恐
れ
て
い
た

の
で
、
大
切
に
祀
っ
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
今
は
東
前
山
集

落
の
鎮
守
的
な
存
在
に
な
っ
て

い
る
。

　

福
沢
諭
吉
の
祖
先
は
信
州
出

身
と
い
う
。
県
内
の
福
沢
姓
の

発
祥
地
は
三
カ
所
と
さ
れ
て
い

る
。
中
信
の
茅
野
で
は
鳥
居
峠

の
合
戦
で
、
武
田
勝
頼
方
に
つ

い
て
敗
れ
、
九
州
へ
落
ち
て

い
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
伊

那
の
福
沢
姓
は
「
お
ら
ほ
は
、

そ
ん
な
と
こ
へ
行
っ
て
ね
」
と

述
べ
、
網
掛
は
今
ま
で
無
関
心

で
沈
黙
を
守
っ
て
い
た
。

○
村
上
氏
の
島
館
と
詰
城

　

御
厨
社
の
舟
着
場
か
ら
、
川

の
氾
濫
に
あ
わ
な
い
よ
う
高
所

を
通
っ
て
北
へ
行
く
と
、
村
上

氏
の
島
館
が
あ
る
。
掲
げ
た
図

は
、森
庄
蔵
の
描
い
た
も
の
で
、

原
図
は
色
つ
き
で
あ
る
。
館
の

図
と
し
て
は
異
様
な
形
を
し
て

い
る
。




